
C O G 2 0 2 6  K I C K O F F  ／ 生 成 A I 活 用ワ ン ポイ ント

生成AIは
「答え」ではなく

「相棒」
AIに丸投げしない。人が目的を決め、AIに作業を手伝わせ、結果は人が検証する。

15分で覚える、実践AI活用の基本。

考える 整理する 伝える

HUMAN

人が目的

を決める

AI

作業を

手伝う

CHECK

人が結果

を検証

相棒
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C O G 2 0 2 6  K I C K O F F  ／ C O G と し て の A I 観

AIは
「使ってもよし、

使わなくてもよし」
COGの武器は「自分たちで問う力」。

AIはその選択肢のひとつにすぎない。

01 使う・使わないはチームが決める

AIを使うことは目的ではない。チームの判断・対話・現場感覚が主役。AIは作業の相棒に過ぎない。

02 問いは人間が立てる

当事者の立場で「なぜ」を掘り下げる——これがデザイン思考（3D）の核心。課題の芯を見極める責任は人間にある。

03 AIの出力は必ず人間が検証する

AIは自信満々に間違える（ハルシネーション）。数字・固有名詞・出典は必ず一次資料で裏を取る。

出所：COG2026事務局のAI活用方針に基づく
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W H Y  N O W  ／ なぜ今 C O G で生成 A I なのか

COGでは「考える時間」が価値になる
AIは時間を減らすのではなく、配分を変える ——整理・資料化を短縮し、人間にしかできないことに時間を返す。

01

課題発見

資料読込・論点抽出はAI可。

必ず良しあしを自分たちで検討

現場や当事者にあたって感じ取り、

言葉にするのは人間

02

仮説

対立仮説を5つ出させる

（矛盾歓迎）

AIサポート可

（最後は自分たちが決める）

03

対話

壁打ち相手

として揺さぶる

AIサポート可

（最後は自分たちが決める）

04

提案

構造化＋言い換え

（キレイな構造化を疑う）

AIサポート可

（最後は自分たちが決める）

05

発表

想定問答を

10個出させる

AIサポート可

（最後は自分たちが決める）

すべての工程で：AIの出力は必ず人間が「これでよいか」を確認する。事実・数字・固有名詞は一次資料で裏を取る。

見直してはじめて、提案は自分たちのものになる。

出所：筆者整理（COG2025受賞4チームの活動工程を参照）
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M E T H O D  ／ よい投げ方の型

よいプロンプトは「5点セット」で決まる
目的・背景・読者・材料・出力形式。この5層を渡せば、AIは平均的な答えから抜け出す。

01
G O A L

目的：何を成し遂げたいか

02
C O N T E X T

背景：地域・規模・制約

03
A U D I E N C E

読者：誰に届けるか

04
S O U R C E

材料：渡す資料・データ

05
O U T P U T

出力形式：箇条書き／表／800字

5層が揃うほど、答えは「自分ごと」になる

AIは大量の文章から学んでいるため、状況が無いと「平均的な日本のどこか」を想定して答えてしまう。

5層を順に渡すだけで、出力は あなたの地域・あなたの聞き手・あなたの目的 に絞り込まれる。

【GOAL】 COG提案書の「現状分析」を書きたい

【CONTEXT】 漁業中心・人口1.2万・高齢化率45%

【AUDIENCE】 COG審査員＋一般住民

【SOURCE】 添付の住民アンケート結果PDF

【OUTPUT】 600字・論点3つ・断定は避け「示唆される」を使う

E X A M P L E  — 5 点セット

出所：筆者作成（5W1Hを生成AI向けに拡張）
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U S E  C A S E  0 1  ／ S T R U C T U R E

使い方①：課題を構造化する
住民の声やメモをAIに渡して論点ツリーに整える。ただし課題の「芯」は必ず人間が判断する。

B E F O R E  ／ 散らかった素材

住民の声・付箋・メモ

高齢者が

多くなった

子育て世代

が出ていく

商店街が

シャッター

空き家が

増えた

バスの本数

が減った

学校の

統廃合

PROMPT

整理して

→
論点ツリーに

分解

A F T E R  ／ A I が整えたもの＝「仮説の棚」

論点ツリー（Issue Tree）

大論点：「人口減少が町の機能を低下させている」

論点① 住民構成の偏り

高齢化／子育て世代の流出 — 世代別の動機差をデータで確認すべき

論点② 空間と機能の縮退

商店街・空き家・学校 — 中心市街地と生活圏の二層で整理

論点③ 移動の制約

バス減便 — 高齢者の生活機能アクセスにどう波及するか

人間チェック（必須）
AIの論点ツリーは「仮説の棚」。当事者の立場で「なぜ？」を繰り返し、課題の芯を確認する。付箋にならなかった声・言葉にならない違和感はAIには届かない——現場で自分たちが拾う（参与観察）。

出所：筆者作成（住民ワークショップの典型素材を想定）
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U S E  C A S E  0 2  ／ I D E A T E

使い方②：アイデアを広げて絞る
AIは「広げる」と「絞る」で違う役を演じる。同じ仕事を二度させない。

広げる
DISCOVER & DEFINE

AI：選択肢を増やす

絞る・試す
DEVELOP & DELIVER

AI：反対意見・落とし穴を出す

→課題 行動

広げるとき

選択肢を増やしてもらう

「常識を外して10案」「正反対の案も5つ」

AIに大量の選択肢を出させ、人は否定せず受ける。

絞るとき

反対意見・落とし穴を聞く

「住民が反対する理由を5つ」「失敗するシナリオを3つ」

AIに弱点を出させ、人は条件で選ぶ。

小さく試す

選んだ案を1週間で検証

「最小コストで効果を確かめるなら何をする？」

AIに実験設計を出させ、人は現場で動かす。

人間チェック（必須）
AIが出した案は「素材」。地域の事情・住民感情を肌で知っているのは自分たち。その自分たちが条件を立てて選ぶ。

出所：UK Design Council のDouble Diamondモデルに筆者がAI支援点を追加
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U S E  C A S E  0 3  ／ C O M M U N I C A T E

使い方③：伝わる資料に変える
粗案 → AIレビュー → 人が直す → 仕上げ。最後の文責は、いつも人。

01 — HUMAN

粗案を書く

02 — AI

レビュー

03 — HUMAN

人が直す

04 — FINAL

仕上げ
共創

CO-CREATION LOOP

雑な粗案をAIに渡し、「編集者として読んで」と頼む。これが最も効

きます。

01
H U M A N  ／ 粗案

完璧を狙わず、誤字・口語のまま下書く。書く心理的ハードルを下げる。

02
A I  ／ レビュー

「編集者として論理の穴・冗長な箇所・難しい言葉を指摘して」と依頼する。

03
H U M A N  ／ 直す

AIの指摘を取捨選択 し、自分の言葉で書き直す。事実・固有名詞は必ず一次確認。

04
F I N A L  ／ 仕上げ

「中学生にも伝わる説明にして」と最終パスをかけ、住民向けと提案向けの2版を用意。

出所：筆者作成（編集者との対話を生成AIに置き換えた共創フロー）
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R I S K  M A N A G E M E N T  ／ 人が握る境界

「任せ切らない」 3つの境界
AIには大きく任せる。ただし、個人情報・事実確認・最終判断——この3つだけは、人が責任で握る。

R E D  ／ 入れない

個人情報・

未公表データ

ヒアリング相手の氏名、未公開の自治体資料、内部の議論メモ。

無料プランのチャットに貼ると、学習に使われる可能性がある。

守ること

個人名・固有名詞は伏字 にしてから投げる。「Aさん」「X町」で十分

役立つ。

A M B E R  ／ 注意

ハルシネーション

（作り話）に注意

AIは架空の判例・数字・出典を「実在」として返すことがある。

同じ質問を2回・別のAIにも聞くと性質を体感できる。ただし一致＝正し

い、ではない。

守ること

答えが一致しても一次資料の確認は省けない。数字・固有名詞・条文は

必ず原典で確認。

G R E E N  ／ 大きく任せる

作業支援・

たたき台づくり

議事録・要約・整理・アイデア発散・スケジュール案・想定問答。

「最初の8割」は積極的にAIに任せる。判断と文責は人が握るから、安心

して大胆に使う。

使い方の流儀

AIの出力は「初稿」。公開・申請・住民共有の前に、人が一度通す。

出所：NIST AI Risk Management Framework — Generative AI Profile (2024年7月公開) を参照しつつ筆者整理
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T A K E A W A Y  ／ 全工程で使える

作業開始から最終プレゼンまで——AIは全工程の相棒になる
行政職員・参加者・学生が一緒に動くCOG活動。5フェーズ・15の具体活用から、まず1つ試してみる。

段取り
P L A N N I N G

→ 集める
R E S E A R C H

→ 広げる
I D E A T E

→ 聴く
L I S T E N

→ 伝える
C O M M U N I C A T E

01

段取り

前回議事録から論点と決めるべき3点を提案、配布資料

の構成案も自動作成。

打ち合わせ準備

「提案完成まで12週」を伝えるとマイルストーン案と

依存関係を提示。

スケジュール検討

やることリストを粒度別（今週／今月／全期間）に分

け、担当割り当て案まで。

TODO分解

02

集める

自治体資料・白書PDFから論点を根拠ページ付きで抽出

。読む時間を1/5に。

調査・資料読み込み

「5自治体の類似施策を表形式で比較」を一発で。出典

URL付き。

横断比較

CSVを渡すと注目ポイント・外れ値・可視化案を提示。

Excel関数案も。

データ分析

03

広げる

散らかった声・付箋・観察メモを論点ツリーに構造化

。共有可能な形に。

課題整理

前提条件を渡して10案＋固有性付き案＋反対意見も同

時に出力。

解決案のたたき台

「失敗するなら何が起きるか」を3シナリオで先回り把

握。

落とし穴シナリオ

04

聴く

仮説を渡すと検証用設問＋選択肢＋集計設計（クロス

集計案）まで提案。

アンケート設計

対象別（住民／事業者／行政）に質問リストと深掘り

例を設計。

ヒアリング項目

自由回答100件超を論点別に分類し、代表的な声を抽出

。

住民の声の要約

05

伝える

録音文字起こしから論点・決定事項・TODO・宿題を構

造化。

議事録作成

論点ツリーから600字の提案文に変換。住民向け／審査

向けの2版に展開。

提案書のたたき台

5分構成＋スライド原案＋審査員役による想定問答10問

で本番に備える。

最終プレゼン

まずは今夜10分、自分のCOGテーマでAIに話しかける。
完璧を狙わない。「整理して」「反対意見を5つ」「中学生にも伝わるように」——その1回で、明日のチームMTGが変わります。——もちろん、使わなくてもよい。COGの武器は自分たちで問う力。 今夜の最小の一歩

10 min

高木祐介／株式会社自動処理 — COG2026 みなさんの提案、本選で見られるのを楽しみにしています
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